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④ 産 業 廃 棄 物 の
一連の処理の工程

別紙1のとおり

（第１面）

③ 従 業 員 数 名(令和7年3月末）

産業廃棄物処理計画書

滋賀県大津市晴嵐一丁目16番1号

日本精工株式会社　大津工場
　執行職　工場長　宇野　克彦

077-537-1600（代）

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他その
処理に関する計画を作成したので、提出します。

日本精工株式会社　大津工場

滋賀県大津市晴嵐一丁目16番1号

令和7年4月1日～令和8年3月31日

① 事 業 の 種 類 はん用機械器具製造業

② 事 業 の 規 模 生産高：約239億円（令和6年度）



産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度（　 年度）実績】

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の分別に関する事項

別紙のとおり

排 出 量

別紙のとおり

②計画

産 業 廃 棄 物 の 種 類

排 出 量

別紙のとおり

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

別紙のとおり

②計画

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

（第２面）

①現状

産 業 廃 棄 物 の 種 類

大津工場　工場長 その他の部署

環境管理委員会 その他の委員会、組織

EHS推進チーム その他の部署 社長-事業本部-工場の縦串とEHS推進室等からの横
串による管理

環境担当 その他の担当

その他の部署

E&E本部 その他の部署 EHS推進室 その他の部署

※E&E:Electrical & Electrification ※EHS:Environment,Health,Safety

社長

コアバリュー委員会 その他の委員会、組織

※コアバリュー:安全、品質、コンプライアンス、環境

産業機械事業本部 生産本部



自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（　 年度）実績】

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度（　 年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

別紙のとおり

②計画

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により減量する
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

別紙のとおり

①現状

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により減量した
産 業 廃 棄 物 の 量

別紙のとおり

②計画

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

別紙のとおり

（第３面）

①現状

産 業 廃 棄 物 の 種 類



自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（　 年度）実績】

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（　 年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

①現状

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

再生利用業者への
処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

別紙のとおり

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

別紙のとおり

②計画

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海洋投入処分を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

別紙のとおり

（第４面）

①現状

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量



【目標】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

別紙のとおり

※事務処理欄

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

（第５面）

②計画

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

再生利用業者への
処 理 委 託 量



（第６面）
備考
　１　前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。
　
　２　当該年度の６月30日までに提出すること。
　
　３　「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入するこ
     と。

　　(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。
　　(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請
　　　完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ
　　　事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。
　　(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するま
　　　での一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。
　
　４　「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中
　　間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間
　　処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。
　
　５　「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量
　　を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行
　　令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収
　　施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ
　　る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者へ
　　の焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。
　
　６　それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと
　　おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の
　　種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入
　　すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないとき
　　は、「―」を記入すること。

　７　※欄は記入しないこと。



別紙1 産業廃棄物の一連の処理の工程

熱処理 研削 組立･完成 その他 廃棄物種類 発生する廃棄物 保管方法 委託内容 委託方法 委託先最終処分方法

○ 01.汚泥 粗仕上濾過機汚泥 ﾄﾞﾗﾑ缶 産廃委託 ﾕﾆｯｸ車で回収 ｾﾒﾝﾄ原燃料または路盤材化
○ ○ ○ 01.汚泥 設備清掃汚泥 -(清掃時に発生) 産廃委託 ﾌﾞﾛﾜｰ車で回収 ｾﾒﾝﾄ原燃料または路盤材化

○ 01.汚泥 洗浄油濾過機汚泥 鉄箱、ﾄﾞﾗﾑ缶 産廃委託 ﾕﾆｯｸ車で回収 ｾﾒﾝﾄ原燃料または路盤材化
○ ○ ○ 01.汚泥 ﾀﾝｸ・ﾋﾟｯﾄ汚泥 -(清掃時に発生) 産廃委託 ﾌﾞﾛﾜｰ車で回収 ｾﾒﾝﾄ原燃料または路盤材化

○ 01.汚泥 超仕上濾過機汚泥 鉄箱、ﾄﾞﾗﾑ缶 産廃委託 ﾕﾆｯｸ車で回収 ｾﾒﾝﾄ原燃料または路盤材化
○ 01.汚泥 ﾋﾟｯﾄ汚泥 -(清掃時に発生) 産廃委託 ﾌﾞﾛﾜｰ車で回収 ｾﾒﾝﾄ原燃料または路盤材化
○ 01.汚泥 表面処理汚泥 ﾄﾞﾗﾑ缶 産廃委託 ﾕﾆｯｸ車で回収 ｾﾒﾝﾄ原燃料または路盤材化

○ 02.廃油 研削液 廃液ﾋﾟｯﾄ、ﾀﾝｸ(更液時) 産廃委託 ﾛｰﾘｰ車またはﾌﾞﾛﾜｰ車で回収 河川放流またはｾﾒﾝﾄ原燃料化
○ ○ ○ ○ 02.廃油 作動油 廃液ﾋﾟｯﾄ、ﾀﾝｸ(更液時) 産廃委託 ﾛｰﾘｰ車またはﾌﾞﾛﾜｰ車で回収 河川放流またはｾﾒﾝﾄ原燃料化
○ ○ ○ ○ 02.廃油 清掃廃液 廃液ﾋﾟｯﾄ 産廃委託 ﾛｰﾘｰ車またはﾌﾞﾛﾜｰ車で回収 河川放流またはｾﾒﾝﾄ原燃料化
○ ○ 02.廃油 洗浄液 洗浄液ﾋﾟｯﾄ、廃液ﾋﾟｯﾄ 産廃委託 ﾛｰﾘｰ車またはﾌﾞﾛﾜｰ車で回収 河川放流またはｾﾒﾝﾄ原燃料化

○ ○ 02.廃油 廃ｸﾞﾘｽ ﾄﾞﾗﾑ缶 産廃委託 ﾕﾆｯｸ車で回収 ｾﾒﾝﾄ原燃料化
○ ○ 02.廃油 濾過廃液 廃液ﾋﾟｯﾄ 産廃委託 ﾛｰﾘｰ車またはﾌﾞﾛﾜｰ車で回収 河川放流またはｾﾒﾝﾄ原燃料化

○ 03.廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 作業服、保護具 置場ﾊﾞﾗ置き 産廃委託 ﾄﾗｯｸで回収 燃料化

○ ○ ○ ○ 03.廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類
設備、治工具,電気
機器類

専用箱、置場ﾊﾞﾗ置き 産廃委託 ｺﾝﾃﾅ車、ﾄﾗｯｸで回収 燃料化

○ 03.廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 耐熱材 -(更新時に発生) 産廃委託 ﾄﾗｯｸで回収 ｾﾒﾝﾄ原料または路盤材化
○ ○ 03.廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 不良品 不良品置場(箱) 産廃委託 ｺﾝﾃﾅ車、ﾄﾗｯｸで回収 燃料化

○ ○ ○ ○ 03.廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 防錆用品 専用箱、置場ﾊﾞﾗ置き 産廃委託 ｺﾝﾃﾅ車、ﾄﾗｯｸで回収 燃料化
○ ○ ○ ○ 03.廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 包装、容器類 専用箱、置場ﾊﾞﾗ置き 産廃委託 ｺﾝﾃﾅ車、ﾄﾗｯｸで回収 燃料化
○ ○ ○ ○ 03.廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 通い箱 置場ﾊﾞﾗ置き 産廃委託(運搬のみ) ﾄﾗｯｸで回収 原料化

○ ○ 03.廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 ﾌｨﾙﾀｰ ﾄﾞﾗﾑ缶 産廃委託 ﾄﾗｯｸで回収 ｾﾒﾝﾄ原料または路盤材化
○ ○ ○ ○ 04.木くず ﾊﾟﾚｯﾄ類 置場ﾊﾞﾗ置き 産廃委託 ﾄﾗｯｸで回収 木質ﾍﾟﾚｯﾄ化

○ 05.金属くず 研削屑 ﾌﾚｺﾝﾊﾞｯｸﾞ 産廃委託(運搬のみ) ﾄﾗｯｸで回収 原料化
○ ○ ○ ○ 05.金属くず 電池類 ﾍﾟｰﾙ缶 産廃委託 ﾄﾗｯｸで回収 原料化
○ ○ ○ 05.金属くず 空缶類 専用箱、置場ﾊﾞﾗ置き 産廃委託(運搬のみ) ﾄﾗｯｸで回収 原料化
○ ○ ○ ○ 05.金属くず 照明機器 専用ｺﾝﾃﾅ、ﾌﾚｺﾝﾊﾞｯｸﾞ 産廃委託 ﾄﾗｯｸで回収 再資源化

○ 06.ｶﾞﾗｽくず ｶﾞﾗｽびん ﾄﾞﾗﾑ缶 産廃委託 ｺﾝﾃﾅ車、ﾄﾗｯｸで回収 原料化
○ 06.陶磁器くず 耐熱煉瓦 ﾌﾚｺﾝﾊﾞｯｸ、ﾄﾞﾗﾑ缶 産廃委託 ﾄﾗｯｸで回収 ｾﾒﾝﾄ原料または路盤材化

○ 06.陶磁器くず 廃砥石 ﾌﾚｺﾝﾊﾞｯｸ、ﾄﾞﾗﾑ缶 産廃委託 ﾄﾗｯｸで回収 ｾﾒﾝﾄ原料または路盤材化

○ ○ ○ ○
07.照明機器
（水銀製品）

蛍光灯 専用ｺﾝﾃﾅ 産廃委託 ﾄﾗｯｸで回収 再資源化

○ ○ ○ ○ 8.混合廃棄物
OA機器、電機機
器類、ｵﾌｨｽ什器類

ﾌﾚｺﾝﾊﾞｯｸ、置場ﾊﾞﾗ置き 産廃委託 ﾄﾗｯｸで回収 再資源化

工程



現状
（前年度実

計画
（目標）

現状
（前年度実

計画
（目標）

現状
（前年度実

計画
（目標）

現状
（前年度実

計画
（目標）

現状
（前年度実

計画
（目標）

現状
（前年度実

計画
（目標）

現状
（前年度実

計画
（目標）

現状
（前年度実

計画
（目標）

排出量 83.906 t 84.000 t 909.814 t 500.000 t 30.940 t 30.000 t 3.820 t 4.000 t 591.895 t 580.700 t 8.023 t 8.000 t 0.010 t 0.010 t 0.637 t 0.600 t

― ―
廃灯油等の
有価物の分

引き続き実
施

通い箱等の
有価物の分

引き続き実
施

― ―
銅線等の有
価物の分別

引き続き実
施

― ― ― ― ― ―

現状
（前年度実

計画
（目標）

現状
（前年度実

計画
（目標）

現状
（前年度実

計画
（目標）

現状
（前年度実

計画
（目標）

現状
（前年度実

計画
（目標）
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計画
（目標）

現状
（前年度実

計画
（目標）

現状
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計画
（目標）

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

現状
（前年度実

計画
（目標）

現状
（前年度実

計画
（目標）

現状
（前年度実

計画
（目標）

現状
（前年度実

計画
（目標）

現状
（前年度実

計画
（目標）

現状
（前年度実

計画
（目標）

現状
（前年度実

計画
（目標）

現状
（前年度実

計画
（目標）

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

現状
（前年度実

計画
（目標）

現状
（前年度実

計画
（目標）

現状
（前年度実

計画
（目標）

現状
（前年度実

計画
（目標）

現状
（前年度実

計画
（目標）

現状
（前年度実

計画
（目標）

現状
（前年度実

計画
（目標）

現状
（前年度実

計画
（目標）

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

現状
（前年度実

計画
（目標）

現状
（前年度実

計画
（目標）

現状
（前年度実

計画
（目標）

現状
（前年度実

計画
（目標）

現状
（前年度実

計画
（目標）

現状
（前年度実

計画
（目標）

現状
（前年度実

計画
（目標）

現状
（前年度実

計画
（目標）

83.906 t 84.000 t 909.814 t 500.000 t 30.940 t 30.000 t 3.820 t 4.000 t 591.895 t 580.700 t 8.023 t 8.000 t 0.010 t 0.010 t 0.637 t 0.600 t

優良認定処理業者への処理
委託量

83.906 t 84.000 t 909.814 t 500.000 t 23.120 t 23.000 t 3.820 t 4.000 t 0.675 t 0.700 t 0.000 t 0.000 t 0.010 t 0.010 t 0.637 t 0.600 t

再生利用業者への処理委託
量

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 7.820 t 7.000 t 0.000 t 0.000 t 591.220 t 580.000 t 8.023 t 8.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

認定熱回収業者への処理委
託量

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

認定熱回収業者以外の熱回
収を行う業者への処理委託

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

これまでに実施した取組

今後実施する予定の取組

―

7.照明機器
（水銀製品）

8.混合廃棄物

産業廃棄物の排出の抑制に関する
事項

これまでに実施した取組 脱水処理、水処理廃止
漏れ箇所補修、研削水長
寿命化・再利用、有価物

設備の長寿命化

6.ガラス、コンクリー
ト、陶磁器くず

1.汚泥 2.廃油 3.廃プラスチック 4.木くず 5.金属くず

有価物化、設備長寿命化 砥石の長寿命化
パレット修理、他社パ
レット持ち帰り

前期までの取組みの更な
る推進

LED化

―
前期までの取組みの更な
る推進

前期までの取組みの更な
る推進

前期までの取組みの更な
る推進

前期までの取組みの更な
る推進

前期までの取組みの更な
る推進

―

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又
は海洋投入処分に関する事項

自ら行う産業廃棄物の再生利用に
関する事項

自ら再生利用を行った（行
う）産業廃棄物の量

これまでに実施した取組

今後実施する予定の取組

自ら行う産業廃棄物の中間処理に
関する事項

自ら熱回収を行った（行う）
産業廃棄物の量
自ら中間処理により減量した
（する）産業廃棄物の量

これまでに実施した取組

今後実施する予定の取組

産業廃棄物の分別に関する事項

今後実施する予定の取組

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項と同じ

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項と同じ

自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った（行う）産業廃棄

これまでに実施した取組

今後実施する予定の取組

産業廃棄物の処理の委託に関する
事項

全処理委託量


